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第１章 はじめに 

 

１．策定の背景 

  近年、文化芸術に関するアウトリーチ事業が全国的に広まっており、行政のみならず、

企業や NPO等、文化芸術に対する関心が全国的に高まっています。国も平成 29年 6月に

「文化芸術振興基本法」を改正し、名称も「文化芸術基本法」と改めるとともに、これま

での文化芸術政策を更に充実させつつ、観光やまちづくり、国際交流、福祉、教育、産業

等の分野と関連した施策を盛り込み、文化芸術により生み出される様々な価値を、文化芸

術の継承や発展、創造に活用することとしました。 

  本市においては、住民意識アンケートや文化芸術団体などから、市内の芸術家の支援を

求める声や、ミリカローデン那珂川の活性化を求める声も見られ、市民が本市でのより一

層の文化振興を求めている事を読み取ることができます。また、市の文化活動の発信拠点

でもあるミリカローデン那珂川のリニューアルが行われていることや、本市のまちづく

りの最上位計画である「那珂川市総合計画」に記載のある「文化協会に加盟する文化・芸

術団体の活動を支援するとともに、文化・芸術イベントなど、多くの人々が文化・芸術を

通じて交流できる機会の充実を図る」と言った方向性に鑑み、今後ますます文化芸術の振

興に取り組んでいく必要があります。しかし、現在本市には指針となる計画が存在してお

らず、文化芸術の振興を効果的に進めていく基盤の整備が求められています。 

 

２．策定の目的 

  本市においても市民生活をより豊かにするために、全ての住民が生涯を通して文化芸

術に触れる機会を創造し、享受できる環境の拡充が必要です。これまでも市内の芸術家

による展覧会や、ミリカローデン那珂川で開催される市民文化祭など、本市で活動してい

る文化団体や芸術家等によって文化に触れる機会は提供されていますが、これまで以上

に文化芸術活動を推進していくためには、今まで関わりが少なかった市民にも参画して

いただくことが必要です。そのためにも、本市におけるこれからの文化芸術施策の役割

を明確化し、本市の特性を活かした文化芸術の推進を目指し、「那珂川市文化芸術推進

計画」を策定します。 

 

３．計画の期間 

  令和 6年 4月に策定、10ヵ年で計画し中間年度に必要な見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（第1期）

（後期）

（第3期想定）

（那珂川市総合計画）

（那珂川市文化芸術推進計画）

（文化芸術推進基本計画 (文化庁)）

（前期）

（第2期）

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

（後期）

（前期）
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４．計画の対象となる文化芸術の範囲 

本計画における「文化芸術」の範囲は、法に例示された分野及び国が策定している文化芸

術推進基本計画並びに福岡県文化芸術振興基本計画を踏まえて下表に示した分野を対象と

します。 

芸術 文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊等 

メディア芸術 映画、漫画、アニメーション及びコンピュータその他の電子機器等を利

用した芸術 

伝統芸能 能楽、歌舞伎その他の我が国古来の伝統的な芸能 

民俗芸能 神楽等地域の人々によって行われる民俗的な芸能 

芸能 講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱その他の芸能（伝統芸能・民俗芸

能を除く） 

生活文化 茶道、華道、書道、食文化その他の生活に係る文化 

国民娯楽 囲碁、将棋その他の国民的娯楽 

伝統工芸 先人から受け継がれてきた陶芸、染織その他の伝統的な工芸 

文化財等 有形及び無形の文化財※ 

※文化財については、既に策定されている個別計画等によりその活用が図られていること

から、本計画では他分野との連携について議論することとします。 
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第２章 那珂川市の文化芸術振興の現状 

 

１．社会潮流 

（１）国の動向 

・「文化芸術基本法」が平成 29年に改正され、「第一次文化芸術推進基本計画」が平成 30年

に策定。現在、「第二次文化芸術推進基本計画」を策定中（令和 5年 3月策定予定）。 

・「文化芸術の本質的価値」と「文化芸術の社会的・経済的価値」が記載され、前者では①

国民誰もが文化芸術の鑑賞・参加・創造の機会を享受できること、また②青少年に対する

文化芸術教育の注力、後者では観光，まちづくり，国際交流，福祉，教育，産業その他の

各関連分野における施策との有機的な連携を求めています。 

・これに伴い、「改正・文化財保護法」や「文化観光推進法」、「障害者文化芸術推進法」等

の法整備が行われ、また「アートと経済社会について考える研究会」での検討等が進めら

れています。 

・一方、教職員の働き方改革等の観点から、文化部活動の地域移行が検討され、公立中学校

の休日の文化部活動について、3年後の令和 7年度末までに移行する提言が出されていま

す。 
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（２）県の動向 

・令和 2 年に「福岡県文化芸術振興条例」が制

定され、令和 3 年に「福岡県文化芸術振興基

本計画」が策定されました。4つの柱として「文

化芸術の振興」、「文化芸術に親しむことがで

きる環境づくり」、「障がいのある人の文化芸

術活動の推進」、「文化芸術を活用した地域づ

くりと魅力の発信」で構成され、世界文化遺産

の保存・活用に関する取組み、障がいのある人

の文化芸術活動の推進に関する取組み、「文化

観光推進法」に関する取組みを記載している

ことが特徴です。 

 

 

 

 

 

（３）那珂川市の上位計画・関連計画等 

・「那珂川市総合計画」では、将来像「笑顔で暮らせる自然都市なかがわ～これからも住み

続けたい協働のまちを目指して～」の実現に取り組むこととしており、文化芸術について

は「郷土の歴史や文化に触れる機会を充実させ、ふるさとに対する愛着や誇りを育くむこ

と」としています。 
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２．那珂川市の文化資源 

（１）主な文化資源（文化施設、文化財、行事・イベント等） 

・市内にはミリカローデン那珂川（800席ホールと生涯学習施設、図書館等の複合施設）が

あり、現在リニューアル中です。また 4つの市立公民館、那珂川北中学校特別教室やナカ

イチ、自治公民館等があります。 

・裂田溝や安徳大塚古墳・安徳台遺跡、岩戸神楽等、多数の文化財があり、また市民文化祭

や南畑美術散歩等の取組が実施されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

文化資源の紹介（文章＋写真、又は表など） 
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（２）文化団体 

 

 

  

文化協会、ミリカサークル、中間支援団体の紹介等 
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３．市民意識調査 

（１）18歳以上の市民対象 

①調査概要 

・配布 3,000件、回収 798件、回収率 26.6％ 

 

②単純集計結果 

・過去１年間に文化芸術の実践活動がある市民は約 15％、直接鑑賞した市民は約 51％であ

り、国（令和 3年度文化に関する世論調査）と比べると（活動：約 10％、鑑賞：約 40％）

多くなっています。 

・活動内容では美術、音楽、生活文化が多く、活動場所は那珂川市内が約 68％（内訳はミ

リカローデンが約 53％）となっています。鑑賞内容ではメディア芸術が約 45％で多く、

自宅鑑賞では音楽とメディア芸術が多くなっています。鑑賞場所は福岡市が約 61％で那

珂川市内は約 42％（内訳はミリカローデンが約 95％）、友人・知人からの誘いが約 26％

で多くなっています。 

・活動しない理由は「仕事やその他の活動で時間がとれない」が約 50％、鑑賞しない理由

は「仕事やその他の活動で時間がとれない」と「コロナ禍で人混みを避けるため施設に行

くことを諦めた」がそれぞれ約 40％となっています。 

・文化芸術環境（活動・鑑賞）への満足度について、全体的に「ふつう」が多いものの、不

満が満足より多く、特に交通利便性は不満・やや不満の合計が活動：約 31％、鑑賞：約

32％となっています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【過去１年間に実践活動の経験あり】 【過去１年間に直接鑑賞の経験あり】 

【過去１年間に実践活動したジャンル・内容】 【過去１年間に直接鑑賞したジャンル・内容】 
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35.3
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伝統芸能
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演芸

生活文化

文学

歴史的建造物・文化財

その他

不明・無回答

(%)

35.4

36.3

45.1

18.8
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13.2

8.3

6.6

9.3

8.3

15.4

0.2

7.8
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音楽
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伝統芸能
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演芸

生活文化

文学

歴史的建造物・文化財

その他

不明・無回答

(%)
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39.7
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那珂川市
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・文化芸術のボランティア活動をしていない市民が約 69％（不明・無回答を加えると約 95％）

となっています。 

・文化芸術施策を通じて、「市民が文化芸術を鑑賞する機会や活動に参加・体験する機会が

身近にあるまち」や「文化芸術とふれあう機会を通じて豊かな感性を持った子どもが育つ

まち」を期待する回答が多くなっています。 

・文化財については、「文化財の活用（歴史的建築物、史跡、地域に伝わる祭りや行事など）」

を求める市民が約 39％いますが、「文化財や文化資源、市民活動を目当てに観光客が来訪

するまち」を期待する市民は約 21％と少なくなっています。 

・ミリカローデンについては、「市民が文化芸術に触れる（鑑賞など）ことができる機会が

充実した場所」を期待する市民が約 70％で多くなっています。また、「学校教育」との連

携を期待する市民が約 47％となっています。 

・市民文化祭の認知度は約 63％と多いが、参加・鑑賞したことがない市民が約 53％と過半

数を超えています。 

・0～10 点の 11 段階で市民のウェルビーイング状態を評価したところ、現在の幸福度は平

均点 6.98、現在の健康状態は平均点 6.60、現在の社会的つながりは平均点 5.89となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【文化芸術施策の推進で期待するまちの姿】 

【文化芸術と連携すべき分野】 

57.3

20.8

54.1

41.7

41.2

16.0

3.1

6.4

0 20 40 60 80

市民が文化芸術を鑑賞する機会や活動に参加・体

験する機会が身近にあるまち

文化財や文化資源、市民活動を目当てに観光客が

来訪するまち

文化芸術とふれあう機会を通じて豊かな感性を

持った子どもが育つまち

伝統芸能や文化財など伝統文化や歴史が大切に守

られるまち

文化芸術を活かして福祉・教育・まちづくりなど

様々な政策を展開しているまち

世界とふれあう国際的な文化交流が盛んなまち

その他

不明・無回答

(%)

33.8
32.7

47.0
18.4

20.3
14.3
15.3

28.6
28.3

18.7
14.9

1.1
7.4
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高齢者・障がい者福祉
生涯学習
学校教育
社会教育

観光業の振興
商工業の振興
スポーツ振興

環境保全
都市整備

移住定住の促進
国際交流・多文化共生

その他
不明・無回答

(%)
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③クロス集計結果 

・年齢別では、過去１年間の文化芸術の実践活動の経験は 20代以下と 70代以上で多く、典

型的な M 字カーブを描いている。特に 30 歳代は 3.8％と少なくなっています。直接鑑賞

の経験は 50～60％の範囲で変動はあるものの、80歳代以上を除いて大きな差は見られま

せん。 

・性別では、直接鑑賞しなかった理由については、男性は女性と比べて、「仕事や他の活動

で時間がとれなかったから」や「興味のある催し物が無かったから」、「文化や芸術にあま

り関心がないから」が多くなっています。 

・職業別の直接鑑賞の経験については、自営業、フリーランス、生徒・学生では「ある」が

60％以上と多いが、無職は「ある」が 40％以下と少なくなっています。また、フリーラン

スの約 40％の市民は文化芸術関係の仕事に従事しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年齢別 実践活動と直接鑑賞の経験】 
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【性別 直接鑑賞しなかった理由】 
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通の便が悪い）
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ら
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その他
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・18 歳未満の子どもの有無別では、子どもがいる人はいない人と比べて、実践活動の経験

については約 6％少ないが、直接鑑賞の経験については約 9％多くなっています。また、

子どもがいる人は、「学校教育」との連携を期待する人が 70％を超えています。 

・居住小学校区別では、直接鑑賞したジャンル・内容にバラツキがあります。岩戸小学校区

では「美術」、「生活文化」、「歴史的建造物・文化財」が他と比べて多く、片縄小学校区で

は「メディア芸術」、安徳小学校区では「音楽」が多くなっています。また、直接鑑賞し

た地域については、岩戸小学校区では「那珂川市」が他と比べて多く、片縄小学校区では

「福岡市」が他と比べて多くなっています。 

・活動・鑑賞の有無別では、活動経験ありは、「一人で趣味や余暇などを過ごす時」が約 67％

で最も多く、「友人との時間を過ごす時」も約 44％と他と比べて多くなっています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【18歳未満の子どもの有無別 
  実践活動と直接鑑賞の経験】 
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【18歳未満の子どもの有無別 
  文化芸術と連携すべき分野】 
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21.8

17.0

18.4

1.0

0.5

38.1

35.6

39.2

17.7

21.0

14.1

15.1

31.2

32.1

18.8

14.4

1.3

7.8

0 20 40 60 80

高齢者・障がい者福祉

生涯学習

学校教育

社会教育

観光業の振興

商工業の振興

スポーツ振興

環境保全

都市整備

移住定住の促進

国際交流・多文化共生

その他

不明・無回答

子どもがいる 子どもがいない

(%)

【活動・鑑賞の有無別 
私生活の中で文化芸術を感じたい場面】 

67.2

28.6

43.7

26.9

23.5

18.5

35.3

16.8

22.7

1.7

4.2

58.0

26.9

26.6

24.7

30.8

16.7

44.6

11.2

18.6

0.6

2.9

46.0

23.5

17.5

14.4

22.7

16.1

29.6

8.6

14.4

2.5

10.8

0 50 100

一人で趣味や余暇などを過

ごす時

自宅で家族と過ごす時

友人との時間を過ごす時

道路や駅等の公共空間で過

ごす時

まちなかの店や施設で過ご

す時

病院や福祉施設で過ごす時

旅行先の名勝や社寺などの

観光スポットを訪問した時

学校、幼稚園、保育園で過

ごす時

市役所や公共施設で過ごす

時

その他

不明・無回答

活動経験あり

活動経験なし・直接鑑賞経験あり

活動経験なし・直接鑑賞経験なし

(%)
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（２）子ども対象 

①調査概要 

 配布数 回収数 回収率 

全体 1241件 951件 83.3％ 

うち小学校 544件 471件 86.6％ 

  中学校 582件 413件 71.0％ 

  高校 115件 65件 56.5％ 

  不明 － 2件 － 

 

②集計結果 

（ジャンル・内容の大項目は、小項目の総和で構成比を求めているため、構成比が 100％を

超えます） 

・過去１年間に家以外の場所での鑑賞経験がない子どもが 6.6％であり、93.4％には何らか

の鑑賞経験があります。 

・鑑賞内容の大項目については、小学校では「メディア芸術」、中学校では「音楽」、高校で

は「メディア芸術」が最も多くなっています。小項目については、小学校では「映画」、

「漫画」、「ピアノ」、中学校では「映画」、「吹奏楽」、「合唱・コーラス」、高校では「映画」、

「漫画」、「アニメーション」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

123.8

149.7

155.6

32.1

35.5

34.6

101.9

106.8

37.2

1.3

7.6

254.2

144.3

156.2

33.2

34.9

70.2

59.6

81.8

47.5

1.7

4.4

93.8

60.0

140.0

27.7

24.6

55.4

21.5

30.8

30.8

0.0

12.3

0 100 200 300

音楽

美術

メディア芸術

演劇

ダンス

伝統芸能、地域の伝統的な行事

演芸、生活文化

文学

歴史・文化財

その他

鑑賞していない

小学校
中学校
高校

(%)

【過去１年間の家以外の場所での鑑賞経験】 
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・家以外の場所で鑑賞した理由については、小学校では「学校の授業・行事」、「家族・友人

に誘われたから」、「自分が興味・関心を持っていたから」が 40％前後で差がないのに対

し、中学校では「学校の授業・行事」が約 70％と多く、高校では「学校の授業・行事」が

約 60％、「自分が興味・関心を持っていたから」が約 50％と多くなっています。 

・間接鑑賞の方法については、いずれも「YouTube」が最も多く、80％前後となっています。

続いて多いものは、小学校では「テレビ」、「本」、「Tiktok」、中学校では「テレビ」、「Tiktok」、

「Instagram」、高校では「Instagram」、「Tiktok」、「テレビ」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【家以外の場所で鑑賞した理由】 

42.9

16.1

21.9

40.1

39.5

4.2

71.4

10.9

9.2

42.9

40.9

3.4

60.0

13.8

7.7

29.2

47.7

3.1

0 50 100

学校の授業・行事

学校の部活動、クラブ活動

学校以外のクラブ活動・習

い事

家族・友人に誘われたから

自分が興味・関心を持って

いたから

その他

小学校

中学校

高校

(%)

76.4

9.8

10.0

34.4

13.8

19.3

64.8

5.7

27.2

12.3

37.4

4.5

83.3

20.6

39.5

47.9

18.4

25.9

63.0

6.3

24.7

13.1

38.7

1.0

81.5

29.2

56.9

56.9

15.4

33.8

40.0

1.5

13.8

7.7

21.5

4.6

0 50 100

YouTube

Twitter

Instagram

Tiktok

その他のインターネット、

SNS

サブスクリプションサービ

ス（アマゾンプライムな

ど）

テレビ

ラジオ

DVD・Blu-ray

CD

本

その他

小学校
中学校
高校

(%)

【間接鑑賞の方法】 
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・過去１年間の実践経験については、実践経験がない子どもが 15.9％であり、84.1％には

何らかの実践経験があります。 

・実践経験内容の大項目については、小学校では「美術」、「演芸、生活文化」、「音楽」、中

学校では「音楽」、「美術」、高校では「美術」、「音楽」が多くなっており、小項目につい

ては、小学校では「イラスト」、「ピアノ」、「彫刻」、中学校では「合唱・コーラス」、「ギ

ター」、「イラスト」、「ピアノ」、「写真」、高校では「写真」、「イラスト」、「ピアノ」、「書

道」が多くなっています。 

・文化芸術を鑑賞、参加・体験・活動しない理由については、いずれも「鑑賞・参加・体験

する機会がない（少ない）」が最も多くなっています。続いて多いものは、小学校では「特

になし」、中学校では「鑑賞・参加・体験するきっかけがない」、「興味・関心がない（楽

しいと思わない）」、高校では「鑑賞・参加・体験する時間がない」、「鑑賞・参加・体験す

るきっかけがない」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

69.6

151.8

49.5

8.9

23.1

11.9

72.0

50.7

22.5

1.3

10.4

124.0

98.8

41.6

8.7

20.6

28.1

33.9

46.2

19.6

0.5

18.2

55.4

61.5

21.5

3.1

18.5

4.6

16.9

15.4

10.8

0.0

41.5

0 50 100 150 200

音楽

美術

メディア芸術

演劇

ダンス

伝統芸能、地域の伝統的

な行事

演芸、生活文化

文学

歴史・文化財

その他

経験などしていない

小学校

中学校

高校

(%)

【過去１年間の実践経験】 

41.4

15.5

17.8

19.7

16.1

1.7

31.4

40.9

22.8

26.9

32.9

27.1

0.7

23.7

43.1

20.0

30.8

26.2

15.4

0.0

23.1

0 50

鑑賞・参加・体験する機会

がない（少ない）

鑑賞・参加・体験するお金

がかかる（高い）

鑑賞・参加・体験する時間

がない

鑑賞・参加・体験するきっ

かけがない

興味・関心がない（楽しい

と思わない）

その他

特になし

小学校
中学校
高校

(%)

【文化芸術を鑑賞、参加・体験・活動しない理由】 
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（３）ミリカローデン那珂川利用者対象 

①調査概要 

 回答方法 回収数 

全体 

アンケート用紙 196件 

ウェブ回答 61件 

合計 257件 

文化ホール鑑賞事業来場者 

アンケート用紙 55件 

ウェブ回答 1件 

合計 56件 

エントランス利用者 

アンケート用紙 8件 

ウェブ回答 3件 

合計 11件 

生涯学習棟（研修室）の利用者 

ミリカサークルの会員 

アンケート用紙 132件 

ウェブ回答 32件 

合計 164件 

イベント参加者 

アンケート用紙 1件 

ウェブ回答 25件 

合計 26件 

 

②単純集計結果 

・ミリカローデン那珂川に来訪する頻度は、「週に 1～2回程度」と「月に 1～2回程度」が

最も多く、月に 1回以上来訪している人が約 80％となっています。 

・ミリカローデン那珂川への来訪目的は、「生涯学習棟（研修室）の利用」が 40％以上で最

も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【ミリカローデン那珂川に来訪する頻度】 

週に3回

以上

2.3%

週に1～2回

程度

38.5%

月に1～2回

程度

38.5%

6カ月に1回

程度

7.4%

1年に1回

程度

10.9%

今回が初

めて

2.3%

【ミリカローデン那珂川への来訪目的】 

18.7

18.3

42.8

21.4

19.1

3.5

0 10 20 30 40 50

文化ホールでの鑑賞

エントランスの利用（学

習、交流、読書等）

生涯学習棟（研修室）の

利用

イベントへの参加

その他

不明・無回答

(%)
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・ミリカローデン那珂川の満足感については、いずれも「普通」が最も多いが、「施設の利

用しやすさについて」は「満足」と「やや満足」を合わせると約 55％となり、満足と感じ

ている人の方が多くなっています。逆に「交通利便性について」は「やや不満」が「普通」

の次に多くなっています。 

・ミリカローデン那珂川に期待することについては、「市民が文化芸術に触れる（鑑賞など）

ことができる機会が充実した場所」が約 65％で最も多く、続いて「市民が文化芸術活動

を通して交流できる場所」が約 50％と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.7

28.0

17.9

15.6

18.7

27.6

14.8

20.2

40.9

35.0

38.9

48.6

5.8

4.3

18.3

3.5

1.6

0.8

3.9

1.6

11.7

1.9

3.5

7.4

4.7

2.3

2.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文化芸術事業の機会について（回数や頻度等）

施設の利用しやすさについて

交通利便性について

活動に関する情報提供の手段について

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 わからない 不明・無回答

【ミリカローデン那珂川の満足感】 

65.8

33.5

52.1

28.8

6.2

3.1

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

市民が文化芸術に触れる（鑑賞など）ことができる機会

が充実した場所

文化芸術に関わる／関わりたい人材を育成する場所

市民が文化芸術活動を通して交流できる場所

市の文化芸術をPRして市のイメージや魅力向上の発信源

となる場所

文化芸術に関する悩みについて相談できる場所

その他

不明・無回答

(%)

【ミリカローデン那珂川に期待すること】 
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③調査対象別クロス集計結果 

・年齢については、生涯学習棟の利用者は、「６０歳代」と「７０歳代」を合わせると約 65％

を占めています。それ以外の対象者では、「３０歳代」が約 20％、「４０歳代」が約 16％

と多くなっています。 

・ミリカローデン那珂川に来訪する頻度については、生涯学習棟の利用者は、「週に 1～2回

程度」と「月に 1～2回程度」を合わせると 90％を超えています。それ以外の対象者では、

「週に 1～2 回程度」、「月に 1～2 回程度」、「1 年に 1 回程度」がいずれも約 25％となっ

ています。 

・ミリカローデン那珂川に期待することについては、対象者による違いは小さいが、「市民

が文化芸術に触れる（鑑賞など）ことができる機会が充実した場所」については、それ以

外の対象者よりも構成比が約 10％大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.6

14.0

0.6

5.4

4.3

20.4

11.6

16.1

14.0

11.8

33.5

14.0

31.7

12.9

2.4

3.2

1.2

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生涯学習棟の利用者

ミリカサークル会員

それ以外の対象者

１９歳以下 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代

６０歳代 ７０歳代 ８０歳代以上 不明・無回答

【調査対象別 年齢】 

2.4

2.2

46.3

24.7

45.7

25.8

3.0

15.1

2.4

25.8 6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生涯学習棟の利用者

ミリカサークル会員

それ以外の対象者

週に3回以上 週に1～2回程度 月に1～2回程度 6カ月に1回程度

1年に1回程度 今回が初めて 不明・無回答

【調査対象別 ミリカローデン那珂川に来訪する頻度】 
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４．文化芸術団体調査（ヒアリング） 

（１）調査概要 

 

 

 

（２）文化芸術団体（10団体） 

・市内の文化芸術活動は盛ん・充実している、頑張っているという意見がある一方、改善し

ていく余地があるという意見もあります。 

・文化芸術を鑑賞する機会は、大半が少ないと意見しています。 

・自団体活動上の課題として、高齢化と会員の確保が挙げられています。また、場所の確保

やコロナ禍での感染防止に係る意見もあります。 

・他団体との交流機会について、各種イベントや市民文化祭等で交流している団体がある一

方、交流がない団体もあります。 

・文化芸術政策への期待としては、歴史を活かすこと、情報発信・PR に関すること、子ど

もや障がい者に関すること、文化資源を観光に活かすこと、後継者育成に関することが挙

げられています。 

 

（３）中間支援団体（4団体） 

・市内の文化芸術活動は、ミリカローデンだけでなく中央公民館や地区公民館でも取組まれ

ていること、子ども向けのジュニアダンスが増加していることへの意見があります。 

・文化芸術を鑑賞する機会は少ないという意見が多く、ミリカローデン以外での鑑賞機会が

少ないことを指摘する意見もあります。また、歴史資料館が市内にないことに関する意見

もあります。 

・自団体活動上の課題として、南畑美術散歩については当初の目的をある程度達成し、次の

目標が課題になっています。ミリカローデンについては、職員数の確保・増加や職員の専

門性の向上が課題となっています。また、コロナ禍で事業が中止になり、コミュニケーシ

ョンの機会が減少したとの意見もあります。 

・文化芸術活動を地域活性化などに生かしていくための取組みについて、文化芸術を媒体に

交流する機会を増やしていくことや、ミリカローデンでの那珂川らしさの追求が挙げら

れています。 

・文化芸術政策への期待としては、プロを含めた文化芸術団体・作家との交流や文化芸術団

体間の交流や、文化芸術活動への資金面での支援が挙げられています。 

 

（４）文化芸術以外の団体（3団体） 

・市内の文化芸術活動は、南畑美術散歩や市民文化祭は知られているが、敷居が高い、分か

らないという意見もあります。 

・他団体との交流については、文化芸術団体と交流している団体がある一方、接点がないと

いう団体もあります。 

・文化芸術政策に期待することとして、子どもの頃からの文化芸術に触れる機会の確保や、

発表の場の確保、市民力の向上が挙げられました。  
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第３章 那珂川市の文化芸術を取り巻く課題 

 

那珂川市の文化芸術振興の現状を整理した結果、本市の文化芸術を取り巻く課題は下記

に整理されます。 

 

（１）文化芸術について市民が知るきっかけづくり 

文化芸術の市民アンケート回答率（26.6％）は、本市が実施する住民意識アンケート1の

回答率（31.0％）より低い水準となっていることから、文化芸術に関心のある市民が多くな

い可能性があります。また、文化芸術の市民アンケート回答者のうち、文化芸術の環境に関

する設問に対して「分からない」と回答している人が多く、本市の文化芸術環境をよく知ら

ない可能性があります。 

文化団体ヒアリング調査では、トップレベルの文化芸術は「敷居が高い」と市民が認識し

ていることも分かりました。 

このため、市民が本市で実施される文化芸術について「知る」ことができるきっかけを創

出していくことが大切です。 

 

（２）文化芸術に係る情報を市民に届ける仕組みづくり 

市広報誌やミリカローデン那珂川の広報誌「ミリカディア」は全戸配布されていますが、

文化団体ヒアリング結果を踏まえると、市民の多くが読んでいない可能性が高くなってい

ます。また、それぞれの分野の関係部署、団体と十分に連携ができていないため、文化芸術

に関する情報を集約し、発信できていない状況です。 

市民アンケート結果では、文化芸術の鑑賞・活動に参加するきっかけは「口コミ」が多く

なっています。文化団体ヒアリングでは、SNSの活用等が重要になっているという意見もあ

りました。 

情報入手手段が多様化している中、あらゆる市民に多様な手段で文化芸術に係る情報を

届ける仕組みを作ることが求められます。 

 

（３）子どもに直接情報を届ける広報活動 

本市では、子どもたちに対してタブレット端末を配布する等、ICTを活用した取組みを進

めています。このようなタブレット端末を有効利用することで、子どもに対して文化芸術に

係る情報を届けることができると考えられます。 

また、学校や子どもに関係する施設、団体との連携を強化していくことも大切です。 

 

（４）市内団体、地域との連携 

本市では、市内団体や地域がそれぞれ文化芸術事業を実施していますが、単発で開催して

いるため、相互に情報共有できていない状態です。市民に文化芸術に係る情報を届けていく

ためには、市内団体や地域との連携が必要です。 
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（５）学校や企業、自治体との連携 

市民アンケート結果では、本市における文化芸術の振興に向けて、学校連携を期待する意

見が多くなっています。 

また、文化団体ヒアリング調査では、文化芸術活動に取組むに当たり、他自治体の団体と

の交流を望む声もあります。 

 

（６）魅力ある文化芸術の鑑賞機会の提供 

市民アンケート結果では、市民の多くは福岡市など他市で文化芸術を鑑賞しています。市

内の文化拠点はミリカローデン那珂川ですが、市内の鑑賞環境への満足度は総じて低い傾

向にあります。 

また、文化団体ヒアリング調査では、人口 5万人の自治体である本市において、800席の

ホールで鑑賞機会等を提供するためには、トップレベルのアーティスト公演の集客が難し

いといった意見もあります。 

 

（７）まちなかで文化芸術に触れる機会の創出 

市民アンケート結果や文化団体ヒアリング調査では、ミリカローデン那珂川への交通ア

クセスが不便との意見が集まっています。一方、文化施設以外のまちなか（公園等）では、

文化芸術に関するイベント等が少ないという意見もあります。また、市内で美術や文化財等

に触れる機会も少ないという意見もあります。 

本市では、芸術家や作家の工房を訪問し、作品を鑑賞できる「南畑美術散歩」が開催され

ていますが、文化団体ヒアリング調査では、市民の多くが評価していることが分かりました。 

 

（８）全ての人が楽しめる機会の創出、環境整備 

市民アンケート結果では、文化芸術を鑑賞・活動することが難しい要因として、「仕事や

その他の活動で時間がとれない」市民が多くなっています。また、新型コロナウイルス感染

症の影響も多くなっています。 

一方、ナカイチでは文化芸術をキーワードに、人がつながり、新たな活動を創造する機会

を創出しています。 

改正・文化芸術基本法では、国民誰もが文化芸術にアクセスできることを求めています。 

しかし、ミリカローデン那珂川をはじめ、市内での文化芸術活動拠点では、障がい者や外

国人等、誰もが利用しやすい環境が整っているか把握できていない状況です。 

 

（９）子どもが文化芸術を学ぶ機会の創出 

本市では、子どもたちが小学校や中学校、高校において、授業や課外活動、部活動等で文

化芸術を学ぶ機会があります。国では、文化部活動について、休日を中心に地域移行してい

くことを提言されており、子どもが文化芸術を学ぶ機会について、引き続き確保していくこ

とが大切です。 
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（10）子どもが文化芸術に触れる機会の創出 

市民アンケート結果では、回答者の約 26％がファミリー世帯となっており、ファミリー

世帯は子どもが文化芸術に触れる機会を求める回答が多くなっています。 

また、文化団体ヒアリング調査では、子ども対象の文化芸術活動や、学校でのアーティス

ト派遣が行われる一方、子どもたちが自由に文化芸術に触れられる機会の創出を求める意

見もあります。 

 

（11）文化芸術活動を通じた他分野との連携 

ミリカローデン那珂川では、文化芸術活動に取り組むミリカサークルがありますが、活動

の目的として「健康維持」を掲げる団体があります。国内外では、文化芸術活動を通じて社

会的孤立を防ぎ、心の健康の回復につながる「社会的包摂」や「社会的処方」の考え方が広

まり、具体的な取組みも生まれています。 

市民アンケート結果では、文化芸術との結び付きが強くなるとよい分野について、「学校

教育」「高齢者、障がい者福祉」「生涯学習」と答えた人が多く挙がっています。 

 

（12）活動しやすい環境づくり 

文化団体ヒアリング調査では、市民が文化芸術活動を実施できる施設として、市立公民館

（4 箇所）、自治公民館、ナカイチや那珂川北中（多目的ホール）等がありますが、利用方

法はバラバラとなっており、利用しづらい状況にあります。また、コロナ要因でこれまでの

文化活動が実施できない文化団体もあります。 

さらに文化施設以外では、市内のどんな場所で文化芸術活動ができるか把握できていな

い状況にあります。 

 

（13）芸術家や作家の活動支援、協働事業 

本市では南畑地域を中心に、那珂川市の環境を気に入って移住・制作拠点とする芸術家・

作家が一定数存在しています。南畑地域に居住・活動する芸術家や作家を紹介する「南畑芸

術散歩」への評価は高くなっていますが、一方でこれ以上の集客は困難との声もあがってい

ます。また、芸術家や作家それぞれの考え方はバラバラであるため、例えば南畑芸術散歩を

観光につなげていくといった戦略を決めることが難しいという意見もあります。 

南畑芸術散歩以外にも、「祭りなかがわ」や市内の行事で那珂川市に縁がある作家を起用

する機会を増やしていくことが考えられます。 

 

（14）歴史の継承 

市内には文化財が豊富にありますが、文化団体ヒアリング調査では、市内の文化財と観光

を組み合わせた「文化観光」を求める意見もあります。一方で市民アンケート結果では、文

化財の活用を求めつつも、観光に対する期待は少ない状態です。 

また、岩戸神楽をはじめとする伝統文化の後継者育成が課題となっています。 
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（15）活動を支える人たちの育成 

市民アンケート結果では、文化芸術活動を支えるボランティアや企画運営ついて、興味が

ある人は一定数いますが、実際に活動している人は少ない結果となっています。 

 

（16）子どもへの文化芸術活動支援 

国では、子どもたちの休日の文化部活動の地域移行を提言されていることから、本市でも

文化部活動の地域移行を検討する必要があります。 

また、子どもを対象とした文化芸術団体からは、市内での発表の場が少ないとの意見が出

ています。 

 

（17）市内の担い手を育む文化活動の支援 

市内文化団体は高齢化等を要因として、会員減少が進んでいる状況にあります。また、本

市には文化団体を支える仕組みとして、ミリカサークルや文化協会などがありますが、うま

く連携・共創が行われていない可能性があります。 

文化団体の活動成果を発表する市民文化祭等についても、関係者以外は来ていないとい

う声がある一方で、文化祭が市民との繋がりのきっかけとなり会員増に繋がっている団体

もあります。 

 

（18）ミリカローデン那珂川の新たな文化拠点化 

本市の文化拠点施設であるミリカローデン那珂川は、文化ホール・生涯学習施設・図書館

等が複合していることが特徴です。現在、リニューアル中ですが、今後はカフェも新規導入

予定です。既にリニューアルされた文化ホールでは、エントランス等に来る学生が増加して

います。 

ミリカローデン那珂川の文化ホールは、利用者・観客ともに市内だけでなく市外からも来

場が多くなっています。こうした文化ホールについて、文化団体からは中小規模のホールを

求める意見や、減免措置等を求める意見もあります。 

また、ミリカローデン那珂川に対して、文化団体同士をつなげたり、文化団体と地域をつ

なげたりするなど、中間支援機能を求める意見が多い一方、ミリカローデン那珂川における

職員育成が課題となっています。 

 

（19）那珂川市の文化芸術の推進体制の強化 

本市の文化芸術の取組を推進する主な主体としては、市やミリカローデン那珂川（(公財)

那珂川市教育文化振興財団）、文化協会があります。また、ナカイチや南畑みらい協議会な

ど、文化芸術活動に取り組んでいる地域、施設もあります。今後は、文化団体や活動等をつ

なぐ中間支援機能をどう確保・育成していくかが課題です。また、文化芸術振興のための財

源をどうしていくかも検討が必要です。  
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第４章 基本理念・基本方針・推進体制 

 

１．基本理念 

平成 30 年に那珂川市として歩み出した本市は、これまで築き上げた歴史や文化を継承しな

がら、新しい時代を今も創造し続けています。人、コト、モノそれぞれにこれまでにない変

化が起こっているこのまちの文化芸術に触れることで、人々が創造性を育み、表現力を養わ

れることに繋がるとともに、心の安らぎや楽しさを味わうことが出来ます。こういった心の

感動を通じて、周りの人々との心のつながりを感じ、相互に理解し尊重し合う社会を形成し

ます。文化芸術を通じて誰しもが生きることに充実し笑顔で暮らせるまちの実現を目指しま

す。 

 

(仮)文化芸術でまちに豊かさをみんなで創る新たな可能性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【KPI】市民文化祭参加者数を令和 7年度までに 10,000人/年とする。 

（基準値：令和元年度 9,084人/年） 

  

「豊かさ」とは？ 

●文化芸術が市民を幸福にしている 

●文化芸術がまちの賑わいを生んで

いる 

●文化芸術が社会をつなげている 

「みんなで創る」とは？ 

●市民が文化芸術にアクセスできる 

●市民が文化芸術を通じて社会に包

摂されている 

●市民が連携・協働して創造性を発揮

している 
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２．基本方針 

基本理念「文化芸術でまちに豊かさをみんなで創る新たな可能性」に基づき、本市の文化

芸術を振興していくため、下記５つの基本方針で取り組みます。 

 

基本方針１：文化芸術の情報を「届ける」 

市民が文化芸術を鑑賞・参加・体験・活動するためには、市内で開催される文化芸術につ

いて、多様な手法で情報を編集・発信することで、文化芸術を市民に届けることが大切です。 

 

【KPIの設定（案）】 

・情報入手手段 

・鑑賞・活動しない理由 

 

基本方針２：文化芸術の体験機会を「広げる」 

多様な文化芸術を鑑賞・参加することで、文化芸術には生きる力を育んだり、次の一歩を

踏み出すための元気をもらったりする力があります。また、文化施設へ行かなくても、店舗

や公園など、まちなかで文化芸術に触れられることで、本市の文化芸術が広がっていきます。 

また、仕事や子育てで忙しい人でも、文化芸術に参加できるような運営に取組んだり、障

がい等でアクセスが難しい人に、施設のバリアフリー化やアウトリーチ事業を通じて、文化

芸術を届ることも必要です。 

 

【KPIの設定（案）】 

・ミリカローデン那珂川における鑑賞者数 

・文化芸術を鑑賞・活動する市民の割合 

 

基本方針３：文化芸術の知識を「学ぶ」 

本市で文化芸術を鑑賞・活動する市民を増やすだけでなく、未来の担い手を育てていくた

めには、子どもたちが学校で文化芸術を学んだり、ミリカや公民館のサークルなどにより生

涯を通じて文化芸術を学んだりすることが大切です。 

また、本市に多数存在する文化財等、本市の歴史文化について学び、継承していくことが

大切です。 

 

【KPIの設定（案）】 

・ミリカサークル参加者数 

・文化芸術を鑑賞・活動する子どもの割合 
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基本方針４：文化芸術で多様な主体・分野を「繋げる」 

本市の文化芸術を振興していくためには、文化芸術を介して、市民や団体の交流が促進さ

れることが大切です。また、市民文化祭等で、協力・連携した取組みを創出したり、企業や

学校等との連携を促進していくことが重要です。 

さらに、文化芸術とそれ以外の分野が繋がることで、まちの豊かさにつながっていきます。 

【KPIの設定（案）】 

・文化団体の交流機会 

・文化芸術とそれ以外の分野が連携した活動数 

 

基本方針５：文化芸術の担い手を「育てる」 

本市の文化芸術を未来につなげていくためには、市民や文化団体の活動を応援し、活動が

増えていくとともに、子どもや若手アーティストを育てていくことが大切です。 

【KPIの設定（案）】 

・市内で活動する文化団体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

届く 広がる 学ぶ 

繋げる 育つ 

機会創出 担い手創出 

市民が幸せになる 

・心が幸せ ・体も健康に ・社会関係が充実 

まちや社会が幸せになる 

・まちが元気 ・地域課題解決のいとぐちに 
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４．推進に向けて 

 

（１）ミリカローデン那珂川の新たな文化拠点化 

①リニューアルの経緯 

 

②新たに求められる役割 

・鑑賞・参加、活動、生涯学習 

・「企画・調整（つなぐ）」 

・居場所 

 

③必要な取組 

・中長期計画 

・利用料金等の見直し 

・人材育成 

 

（２）那珂川市の文化芸術の推進体制の強化 

①各主体の役割 

・市民 

・文化団体・芸術家 

・市 

・大学・研究機関 

・企業 

 

②文化団体や活動等をつなぐ中間支援機能の確保・育成 

・プラットフォーム（文化的コモンズ） 

 

③文化芸術振興のための財源の確保 

 

  

ミリカローデン那珂川と 

ご相談 
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第５章 主な施策・事業 

 

１．文化芸術の情報を「届ける」 

市民が文化芸術を知るには、あらゆる手段を通じて文化芸術に係る情報を市民に届けて

いくことが求められます。 

 

（１）文化芸術に係る情報を市民に届ける仕組みづくり 

文化芸術に係る情報を市民に届けるためには、市内の文化団体や地域と連携し、情報を集

約・発信していくことが必要です。このため、市内の文化芸術に係る情報を集約・発信する

ための仕組みや媒体について検討し、使いやすい仕組みを構築します。 

また、市民一人ひとりにきめ細かく届けていくため、ミリカローデン那珂川の広報誌「ミ

リカディア」や市広報誌「広報なかがわ」を活用するだけでなく、ホームページやＳＮＳを

活用し、多様な世代に届きやすい媒体で情報を届けます。 

さらに、市民に情報が届くためには、市民自らが文化芸術に係る情報をＳＮＳなどで発信

していくことが重要であることから、情報発信方法を学ぶ講座の開催等に取組みます。 

子どもや高齢者、子育て中の市民、働いている市民、障がい者、在住外国人など、市民誰

もが文化芸術に係る情報を触れることが重要です。このため、庁舎内の部署間連携に取り組

み、文化芸術に係る情報の収集・発信の一元化に取組みます。 

 

■主な施策・事業イメージ（○既存 ●新規） 

施策・事業イメージ 取組主体 短期 中長期 

〇ミリカ：ミリカディア、HP、SNS 

〇市：広報なかがわ、HP、SNS 

ミリカローデン

那珂川・市 

  

●新たな情報発信の仕組の検討 ミリカローデン

那珂川・文化協

会 

  

●庁舎内での部署間連携するための仕組の

検討 

市   

●市内の文化芸術活動の情報を集約、発信

するツールの検討 

ミリカローデン

那珂川・文化協

会 

  

●実践者に対する広報の技術支援検討【講

座等】 

市   

  

サンプル 



27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもに直接情報を届ける広報活動 

子どもが参加可能な文化芸術の鑑賞・活動機会について、子どもに直接情報を伝えていく

ことが求められます。現在、市内の児童・生徒にはタブレット端末が配布されていることか

ら、これらを活用した情報発信の仕組みを検討・構築します。 

また、リニューアルされたミリカローデン那珂川のエントランスは、子どもたちが居場所

として滞在可能な空間になっていることから、エントランスで子ども向けの情報発信に取

り組みます。 

さらに、市内の学校やふれあいこども館、恵子児童館等と連携し、多様な方法で子どもに

直接情報を伝える方法を検討します。 

  

コラム：○○○○ 

文章～ 

（上記施策・事業に関連した内容をコラムとして記載） 

写真 
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２．文化芸術の体験機会を「広げる」 

文化芸術の情報が市民に届いた後、市民の中で文化芸術から生きる力や刺激を受けたり、

鑑賞するだけでなく活動に取組んだりと、文化芸術が広がっていくことが望まれます。文化

芸術の鑑賞を通じて市民に感動を与えたり、まちなかで文化芸術に触れる機会を拡充しま

す。 

 

（１）魅力ある文化芸術の鑑賞機会の提供 

文化芸術が市民の中で広がっていくためには、多様な文化芸術を鑑賞することで、新たな

感動を届けることが大切です。本市の文化拠点であるミリカローデン那珂川において、市民

に感動を届ける文化芸術の鑑賞機会を引き続き提供します。また、文化芸術に対する市民ニ

ーズを把握し、それに応じた鑑賞事業を検討します。 

 

（２）まちなかで文化芸術に触れる機会の創出 

普段なかなか文化施設を訪れることが難しい市民にも、文化芸術を通じて感動を届ける

ことが大切です。このため、まちなかで日常的に文化芸術に触れる機会を創出していきます。

例えば、ナカイチでのイベントや南畑芸術散歩、裂田溝ライトアップ等、市内各地で文化芸

術イベントを展開します。また、これまでも市内公共施設等において美術品を展示してきま

したが、これらを拡充します。 

また、まちなかの公園や空き地等を活用し、市民が文化芸術活動を実践できるよう、市内

の実践可能な場所に係る情報を把握し、環境整備に取り組みます。 

さらに、市民が住んでいる各地域の公民館などへ文化芸術を届ける「アウトリーチ活動」

に取組んだり、文化芸術以外の分野の取組みに文化芸術を活用してもらったりすることで、

市民が日常生活の中で文化芸術を知る機会を増やします。 

 

（３）全ての人が楽しめる機会の創出、環境整備 

これまで文化芸術に触れる機会が少なかった市民に対して、文化芸術活動に触れるきっ

かけを作ることが大切です。例えば、ミリカローデン那珂川で青空マルシェなどの文化芸術

以外の分野のイベント・行事を開催し、ミリカローデン那珂川を知ってもらうことが考えら

れます。 

また、年齢や性別、障がいの有無や国籍等に関わりなく、誰もが文化芸術を楽しめる機会

を創出していくことが大切です。このため、市内の文化施設について、ハード・ソフトの両

面において、マイノリティを含む誰にも配慮した環境整備がされているか点検し、市民に寄

り添った事業の展開や、施設の改善について検討・実施します。 
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３．文化芸術の知識を「学ぶ」 

文化芸術に対する知識やノウハウを学んだり、本市の歴史文化を学び、文化芸術に対する

知識を深めていくことは、文化芸術を知ったり、担い手を育てていったりする上で大切です。 

このため、子どもや大人が文化芸術を学ぶ機会を創出したり、歴史文化を継承したりする

機会をつくります。 

 

（１）子どもが文化芸術を学ぶ機会の創出 

これまでも子どもたちは学校の授業や課外活動などにおいて、文化芸術を鑑賞したり、参

加したりすることで学びを深めてきました。子どもが文化芸術に触れる機会を引き続き創

出していくため、授業や課外活動で文化芸術を鑑賞・参加する機会を創出します。また、学

校等へ文化芸術事業をアウトリーチします。 

また、アンケート等を通じて子どもたちの文化芸術に対するニーズを把握し、本市の子ど

もたちの未来を見据えた事業を実施します。 

 

 

（２）生涯を通して文化芸術を学ぶ機会の創出 

子どもだけでなく、大人も文化芸術に係る資料を読んだり、調査を通じて新たな知識を身

につけたりすることが大切です。このため、ミリカローデン那珂川や公民館等で文化芸術を

学べる講座の開催等に取り組みます。 

 

 

（３）歴史の継承 

本市には多数の文化財があり、これらを未来の担い手へ継承していくことが大切です。裂

田溝ライトアップを実施するなど、本市の歴史文化を知ってもらう取組みを実施するとと

もに、歴史文化に関する事業やイベントを市民に広く知ってもらうため、広報協力体制を確

立します。 

また、郷土資料の収集・活用に取組む市内団体と文化団体等が交流・連携できる交流会の

開催等に取組み、全市をあげて本市の歴史文化を継承します。 
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４．文化芸術で多様な主体・分野を「繋げる」 

本市で取組まれる文化芸術について、文化団体同士が協力・連携することで新たな作品を

創造し、文化芸術を観光や教育、福祉やまちづくりなどに展開することで、新たな価値を創

出していくことが大切です。 

 

（１）市民、文化団体、地域との連携 

本市で活動する市民団体や文化団体が、文化協会を中心に連携し、相互に協力することで、

本市の文化芸術の活性化につなげ、新たな作品創造に取組むことが期待されます。本市の市

民文化祭について、文化団体が合同で取組むだけでなく、相互に鑑賞する機会を増やし、共

同で作品をつくり公演する機会を設けるといったことを検討します。 

また、市民団体や文化団体が交流し、情報交換等を行うため、交流会を開催します。 

 

 

（２）学校や企業、関連機関との連携 

 文化芸術に係る情報を市民に届けるためには、学校や市内で活動する企業や、関連機関と

連携していくことが求められます。このため、学生が参画する事業の立ち上げや、産官学が

連携して文化芸術に取り組む事業を検討します。 

 また、関連機関とこれまでも共同事業を実施してきましたが、共同事業のさらなる強化や、

連携協定等の仕組みを検討します。 

 

 

（３）文化芸術活動を通じた他分野との連携 

文化芸術基本法や文化芸術推進基本計画（第２期）では、文化芸術を社会的・経済的価値

の創出につなげていくことが期待されており、文化芸術活動を通じた他分野との連携に取

組むことが大切です。例えば、文化芸術を活用した社会包摂に取組み、社会的価値を創出す

る多様な事業を展開します。 

また、南畑地域の魅力を知ってもらうため、南畑美術散歩の開催を支援します。この他、

他部署や他団体等が実施している文化芸術関連事業を把握するとともに、文化芸術を活用

した事業展開についての情報発信、相談を受け付ける窓口を設置する等、環境整備に取組み

ます。 
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５．文化芸術の担い手を「育てる」 

本市の文化芸術活動の担い手を育てていくため、活動しやすい環境づくりや、文化芸術に

取組む団体・芸術家の支援、また文化芸術を支える市民の育成に取組みます。 

 

（１）活動しやすい環境づくり 

ミリカローデン那珂川を中心に、市内文化施設・公共施設で市民が文化芸術活動できるよ

うな環境整備に取組みます。例えば市内公共施設の利用方法や利用料金等の情報集約を行

い、使いやすい施設づくりに取り組みます。 

また、コロナ禍等で文化施設の利活用に一定の制限が入りましたが、文化芸術活動に取り

組む実践者の想いも踏まえながら、文化芸術活動しやすい運営方法を検討します。 

 

（２）芸術家や作家の活動支援、協働事業 

本市には多数、多様な芸術家・作家が居住・活動しており、このような芸術家・作家の取

組みを支援することで、本市の文化芸術がさらに活性化すると考えられます。このため、市

内で活動する芸術家の情報を集約し、パンフレット等で情報発信するとともに、市内各所で

芸術家や作家の作品展示等に取り組みます。 

 

（３）活動を支える人たちの育成 

本市の文化芸術を継続していくためには、活動者を支援するだけでなく、文化芸術活動を

支える市民を育成していくことが大切です。支援を行うボランティア等についてネットワ

ーク化することで活動しやすい環境を整え、支援者の育成に向けた講座の開催等に取組み

ます。 

 

（４）子どもへの文化芸術活動支援 

未来の文化芸術の担い手である子どもたちが文化芸術活動に引き続き関わっていく環境

整備が大切です。現在、学校での文化部活動について、地域への移行が検討されており、引

き続き市内団体と協働し、文化部活動の在り方を検討し、子どもたちの文化部活動の受け皿

づくりに取組みます。 

また、子どもたちの文化部活動の活動成果を発表する機会づくりに取組みます。 

 

（５）市内の担い手を育む文化活動の支援 

本市で活動する担い手を育むため、各種文化活動を支援します。本市の竹など、地域資源

を活用した文化芸術活動を応援するとともに、文化協会との連携を強化し、文化協会に加入

する文化団体が活動しやすい環境づくりに取組みます。 

また、文化団体の活動成果の発表の場である市民文化祭等のイベントについて、市内の担

い手育成につながるよう、開催内容や方法を適宜見直しながら、開催を支援します。 

  



32 

第６章 重点プロジェクト 

 

文章～（重点プロジェクトの位置づけ） 

 

１．（仮）子ども まんなか プロジェクト 

文章～ 

 

（１）プロジェクトの概要 

 

 

（２）目指す姿 

 

 

（３）主な事業 

事業名 事業内容 短期 中長期 

    

    

    

    

 

（４）推進体制 
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２．（仮）文化芸術による社会包摂 プロジェクト 

文章～ 

 

（１）プロジェクトの概要 

 

 

（２）目指す姿 

 

 

（３）主な事業 

事業名 事業内容 短期 中長期 

    

    

    

    

 

（４）推進体制 
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３．（仮）文化芸術プラットフォーム プロジェクト 

文章～ 

 

（１）プロジェクトの概要 

 

 

（２）目指す姿 

 

 

（３）主な事業 

事業名 事業内容 短期 中長期 

    

    

    

    

 

（４）推進体制 
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第７章 資料編 

 

１．委員名簿 
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２．策定の経過 

 

 


